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1. ま え が き

一般に 超高圧送電系統 においては,中 性点直接接地

方式が採用 されているが,送 電電圧が50万V,更 に

将来100万Vと 高 くなって くると,故 障電流が非常

に大きくなり,誘 導障害,し ゃ断容量および安定度 の

面で問題が起 って くる。この 問題 を打開 す るた め に

は,直 接接地の電圧面での利点 を生か しなが ら,故 障

電流を掬制す ることを考えなければな らない。しか し,

従来の抵抗 お よび リアク トル接地方式 に よって は,

地絡 電流 を抑制することと,健 全線の電位上昇を掬制

することとは相反す る関係にあり,ま た短絡電流の抑

制ができないので,こ れは非常に困難 な問題 である。

著者は この問題について考究し,直 接接地方式であ

りながら,故 障電流が抑制 され,更 に健全線 の電位上

昇 も掬制 される方 法を見出 した(1)。この方 法は,送 受

電端の電力用変圧器を1相 分について単相変圧器2台

かまたは単相3脚 鉄心変圧器1台 で構成 して直接接地

の6相 で送電する もので,そ の三次巻線回路にそ う入

したインピーダ ンスが故障電流を抑制す る。この方式

によれば,地 絡電流が従来方式の1/2に抑 制 されるよ

うに三次巻線回路の インピーダ ンスを調整す ると,地

絡故障時の健全線の対地 電圧は故障前のそれに等 しく

なり,ま た短絡電流 も抑制 される。 インピーダ ンスの

値をそれ以上 に大 き くす ると,対 称相の対地電圧が上

昇するかわ りに地絡電流が更に抑制 され,イ ンピーダ

ンスを無限大にすれば対称 相の対地電圧が2倍 に上昇

するが,地 絡電流は変圧器 の励磁 インピーダ ンスによ

って励磁電流相当の小 さい値 に抑制 される。また短絡

電流 も同様に抑制 される。

本論文で は,こ のイ ンピーダ ンスを無限大に選定 し

た場合,す なわち三次巻線回路が無い場合をとりあげ

て,本 方式の原理を詳細 に説明する。この方法は電圧

面で問題 があるが,電 流面で非常 に優れてお り電圧面

での問題を解決す る方策が考えられ るとともに,無 停

電が要求 される重要 な給電線への適用なども考え られ

るので,検 討す るに価す るものと考え る。 なお,6相

送電系統 の故陣解析 は6相 の対称座標loseよ るのが一

般的であるが,こ れが2相 と3相 の対称座標法によっ

てで きることが判明 したので,本 論文では この方法に

より故障解析を行 なってい る。 この方法に よれば,3

相 と6棚 が連けい している送電系統 の対称分 イ ンピー

ダ ンスの取扱いが容易になる。

2.送 受 電端 変 圧器 の構 成

まず送受電端 に設置する変圧器 の1相 分の構成につ

いて述べ る。第1図(a)は 単相変圧器2台 に よる場

合で,励 磁イ ンピーダ ンスお よび巻数の等 しいNa.

1およびNo.2の2台 の単相変圧器 の一次,二 次巻線を

それぞれ直列 に接続 し,二 次側 の中性点0を 直接接地

す る。同図(b)は3脚 鉄心単相変圧器1台 に よる場

合で,3脚 鉄心の外側の鉄心脚 にそれぞれ一次,二 次

巻線を巻き,正 常の送電状態においては励磁電流によ

る磁束は外側 の両鉄心脚を通 り,中 央脚 の磁束は打消

されて零にな るように結線す る。

次 にこれを3相2回 線送電系統に適用す ると第2

図の ようにな る。図 において,No.1回 線ABCの 正常

の送電状態における対地電圧は,相 電圧をE,ベ ク ト

第1図 変 圧 器1相 分 の 構 成

Fig. 1. Construction of the transformer per

phase.
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第2図 6相 送 電 系 統 の 構 成

Fig.2. Construction of the six-phase power

transmission system.

ルオペ レータをa=exp(j2π/3)と してA相 を基準

に とると,そ れぞれE,a2E, aEと な り, No.2回

線A'B'C'の それは,そ れぞれ-E, -a2E,

-aEと なる。従 って,電 力は送電線において6相 で送

電 されることにな り,電 源Gか ら負荷NIへ 支障な

く供給 される。

3. 2相 と3相 の対称 座標 法 に よ る故 障 解析

の理 論

6相 送電系統の故障解析は,6相 の対称座標法に よ

って行 な うのが一般的で ある。 しか し,第2図 の よう

な3相 と6相 が連けいしている系統においては,故 障

点か ら眺めた系統の6相 の対称分 インピーダ ンスを求

めるときに,3相 部分 の取扱いが困難 になる。そこで

この ような系統の故障解析を2相 と3梢 の対称座標法

によって行 なうことを考え る。

<3.1>電 圧 の変換  6相 送電系統の故 障点 にお

ける対地電圧 を考え る。対地電圧は大地か ら線路に向

う方向を正とし,各 相対地電圧Va, Vb,…, Vfを

第3図 に示すよ うに二つの3相 電圧VA, VB, VCと

VA', VB', VC'の 組合せと考えて,こ れ らを3相 対

称座標法に よる零相,正 相,逆 相の対称分電圧V0,

V1,V2とVo', V1', V2 で表現 すると次式のよう

になる。

第3図

不平 衡6相 電

圧ベ ク トル図

Fig.3. Diagram of six unbalanced voltage

 phasors.

但 し

次 に3相 対称座標法に よる対称分電 圧を,そ れぞれ

2相 戴称座標法による第1お よび第2の 対 称 分 電 圧

V00, v10, V20とV01, Vu, V21で 表現 す ると次式

のようにな る。

但 し

(1),(2)式 か ら6相 の各相 封地電圧を3相 および

2相 の対称座標法による対称分電圧 によって表現する

と次式 のようになる。

次 に6相 の ベ ク トル オ ペ レ ー タb=exp(j2rz/6>を

考 え,3相 の べ クト ル オ ペ レー タaと の関 係 を求 め る

と次 式 の よ う に な る。

(4)式 を(3)式 に代入 し,更 に3相 で表現 した各相

対地電圧を6相 のそれで置換えて(3)式 を整理すると

次式のようにな る。

こ こで6相 の対 称座 標 法 に よ る対称 分 電 圧Va0,Val,

… ,Va5を 考 え,

とすれば(5)式 は6相 の対地電圧 が6相 の対称分電圧

で表現 されることになる。この関係はFortescueの 理
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論と一致 しているので(2),6相 電圧 は2相 と3相 の対

称分電圧で表現で きることになる。

<3・2>電 流の変換 故障 点にお ける地絡電流 を

考える。地絡電流 は線路か ら大地に向 う方向 を正にと

る。次 に6線 に地絡故障 が生 じたと考えて,こ の6相

電流をla, Ib,…,Ifと し,電 圧 の場合 と同様に こ

れらを二つ の3相 電流IA, IB, IとIA',lB',I

C'の組合せ とみなし,更 に3相 対称座標法に よる対称分

電流I0,I1,I2とI0', I1',I2'で 表現す ると次式の

ようになる。

但 し

次に3相 対称座標法による対称分電流をそれ ぞれ2

相対称座標法による第1お よび第2の 対称分電流

I10,I20とI01,l11, I21で表現 し,こ れらの電流の正

方向を大地か ら線路に向 う方向(3)にとれば次式 のよう

になる。

(7),(8)式 か ら6相 の地絡電流を3相 お よび2相

の対称座標法に よる対称分電 流によって表現す ると次

式のようにな る。

次に6相 の対 称座標法に よる対称分電流をIa0, Ial,

…,Ias.,と すれば,電 圧 の場合 と同様6相 電流 も3相

と2稲 の対称分電流で表現で き,両 者 の対称分 電流の

間に(6)武 と間様な次式 の関係が成立す る。

<3・3> 対称分電圧 と電流の関係 2相 および3

相対称座標法に よる対称分電圧 と電流 の関係 を 求 め

る。まず零相電圧 および電流V0,I0とVo', I0'を

考え,こ れ らを4端 子回 路の入出 力電圧および電流と

考え,故 障点か ら眺めた零相の系 統 の4端 子定 数 を

Aa, B0, CO, D0と して, V0, V0'をI0, I0'で 表

わせば系統 の対称性か ら次式 となる。

但 し,Zo=Ao/Ca

Z0m=(AoDo)/Co-Bo=1/Co

同様にして正相および 逆 相 の電 圧 と電流の関係は

く12),(13)式 の ようにな る。ここで正相回路は電源電

圧を含む能動回路になり,故 障前のA,A'相 対地電

圧が.E,-Eで あづか らこれが式 中に含まれる。

(11)～(13)式 を合 成 す る と次 式 とな る 。

但し

(14)式 は更に次式の ように変形で きる。

(15)式を成分で表わして整理すると次式 となる。

但 し

次 に2相 および3相 対称座標法に よって表現 した

対称分電圧 と電流を,6相 の対称座標法による それ らで

置換えて(16)式 を整理す ると次式 となる。
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こ こで6相 の 対称 座 標 法 に よる対 称分 イ ン ピーダ ンス

Zaa, Zap,…, Za5を 考 え,

とすれば,(17)式 は6相 の対称座標 法による対称分電

圧 と電流の関係式 と一致 してい るので(2),6相 送電系

統 の故 障解析 は2相 および3相 の対 称座標法に よって

できる ことになる。但 し文 献(2)で は線路部分 のみ

考 えてお り,本 論文では変圧 器の インピーダ ンスに主

眼をおいてい るので両者に多少の表現の相違がある。

<3.4> 故障電流 および電圧 の解法 故障点 にお

け る電圧お よび電流を求めることを考 える。まず(3),

(9)式 の逆変換を求め,こ れ らを(15)式 に代入して整

理すると次武のようになる。

但 し,

上式の イ ンピーダ ンスの成分 は次式のようになる。

但 し,

従 って(19)式 は次式 の よう に な る。

上式 において合計12個 の電圧 ・電流 の うち,故 障条

件 によって6個 の電圧 ・電流が定まるから,残 る6個

の電圧 ・電流が上式を解 くことによって求め られる。

4.対 称 分 イ ン ピー ダ ンス

第2図 のP点 に故障が生 じた場合 を考え,本 送電

方式 の原理を理解 し易 くするために,線 路定数を無視

して電源のイ ンピーダ ンスと変圧器の励磁 インピ-ダ

ンスに着 目し,2相 お よび3相 の対称座標法による故

障点か ら眺めた系統の対称分 イ ンピーダ ンス を求 め

る。

<4・1>零 相第1お よび第2回 路 まず零相第1

回路を考え る。第1図 によ って変圧器の零相第1分 電

流に頬す る AO端 子か ら見 たイ ンピーダ ンスを考え

るに,変 圧器の二次巻線に流 れる零相第1分 電流に対

する一次巻線の補償電流が変圧器 の極性か ら見て流れ

得ないので,こ れ は励磁イ ンピーダ ンスZextと なる。

従 って,零 相第1回 路は第4図(a)の ようになる。

図か ら故障点Pか ら眺めた系統のイ ン ピー ダ ンス

Z00を 求 めると次式の ようにな る。

Z00=V00/I00=Zext/2.....................(22)

次に零相第2回 路を考える0第1図 によって変圧器

の零相第2分 電流に対 するAO端 子か ら見たイ ンピー

ダ ンスを考え るに,こ の場合 の補償電流 は流れ得るの

で,こ れは漏 れイ ンピーダ ンスZtと なる。従 って零

相第2回 路は第4図(b)の ようになり,図 より故障

点か ら眺めた系統 のインピーダ ンスZosを 求めると次

式 のようになる。

Zoi=Voi/loi=Ze/2KZoo ...............(22)

上式のZ01《Z00の 関係が成立す るのは,一 般に変圧

器においてはZt《Zextの 関係 が あるか らで ある。

<20> 99巻9号
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第4図 零 相 第1お よ び 第2回 路

Fig.4. Zero-phase-first and second-sequence

circuit.

< 4・2>正 相第1お よび第2回 路 正 相 第1回 路

は 第5図(a)に な り,図 よ り故 障 点Pか ら眺 めた

系 統 の イ ンピー ダ ンスZ10を 求 め る と次式 とな る 。

Z10=V10/I10=Zext/2(23)

次 に正 相 第2回 路 を 考 え る。 電 源 電 圧 をEs,電 源

の 正相 イ ンピー ダ ンス をZGi,負 荷 の イ ンピー ダ ンス

をZMと す れ ば,正 相 第2回 路 は第5図(b)の よ う

に な る。従 って図 にお い て,故 障 点Pか ら眺 め た系

統 の イ ンピー ダ ンスをZ11と す れ ば次 式 が 成 立す る.

 Vh=E+I11・Z11, Z11《Z10(24)但し

, Eは 故 障 点 に お け る故 障 相 故障 前 の 対 地電 圧

上 式 のZ11《Z10の 関係 が 成 立 す る の は,一 般 にZt,

ZG1《Zextの 関係 が あ るか らで あ る 。

<4・3> 逆 相 第1お よび第2回 路   逆 相第1

回路は正相 第1回 路 と同様 で,故 障 点Pか ら眺 め た系 統

の イ ンピー ダ ンスZ20は 次式 の よ うに な る。

Z20=V20/I20=Zext/2.....................(25)

次 に逆 相 第2回 路 は故 障直 後 を 考 え れ ば電 源 電 圧 を

含 ま ない 正 相第2回 路 と 同様 でし 故 障 点Pか ら眺 め

た 系統 の イ ン ピーダ ンスZziは 次式 の よ うに な る 。

Z21=V21/l21《Z20........................(26)

5.故 障 電 流 お よ び 電 圧

第2図 に おい て,故 障 がP点 に生 じた と き の故 障

電 流 と健全 線 の 対地 電 圧 を 求 め る。

<5・1> 1線 地絡  No.1回 線 のP点 のA線 に

地 絡 故 障 が生 じた場 合 を考 え る 。 まず 故 障条 件 か ら次

式 が 成立 す る。

VA=O, lB=lc=lA'=lB'=lC'=0 ...(27)

上 式 を(20)式sr代 入 す る と次式 の よ うに な る 。

上 式 のa,β, γ お よび α', β'γ'に(21)～(26)式

の 関 係 を 代 入 し,地 絡 電 流 と健 全 線 の 対 地電 圧 を 求 め

第5図 正 相 第1お よ び 第2回 路

Fig.5. Positive-phase-first and second-sequence

circuit.

ると次式の ようになる。

上式 から明 らか なように,E/Zextは 変圧器の励磁電流

に相当す るものであるか ら,地 絡電流IAは 変圧器の

励磁電流相当の小 さい値 に抑制 されることになる。

線 路を考えると,こ の地絡電流に線路の充電電流が

重畳 する。従 って短距離送電線において は地絡電流が

消弧 リアク トル接地に,長 距離送電線 においては非 接

地方式に近づ く。いずれも従来の直接接地方式 のそれ

に比べて非常に小 さくなる。更に非接地方式 と比較す

ると,本 方式 は直接接地方式であるか ら中性点電位が

上昇 しない こと,お よび変圧器 の段絶縁 ができること

で優れている。なおVA'は 故障前の2倍 にな り,そ

の他の健全線の対地電圧は故障前後において変化 しな

い。VA'が 故障によって このように変化す ることは,

A線 の地絡によってAA'の 線間電圧を変圧器のA'

相巻線が全部分担し,A相 巻線 の誘起電圧 が零になる

ことを意味している。従 って,地 絡の 自然 消弧が期待

で きる。 なおA相 の送電電力 は故障によって零にな

るが,A'相 のそれは2倍 となり, A・A'相 合計の送

電電力は故 障前後において変化しない ことにな る。

以上の結果か ら類推して,自回 線お よび両回線にま

たが る2線 および3線 地絡において も,AとA'の

ような対称槽を含まなければ,す べての地絡電流が変

圧器の励磁電流槽 当の小 さい値に抑制可能 となる。

<5.2> 2線 短絡  No.1回 線のP点 のA, Bの

2線 間に短絡故障が生 じた場合を考える。この場合 の

故障条件は次式のようになる。

上式 を(20)式 に代入 して 3里す ると次式 になる。
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上 式 の α,β,γ お よび α',β',γ'に(21)～(26)式

の 関 係 を 代入 し,故 障電 流 お よび 電圧 を求 め る と次 式

の よ うに な る。

上式 から明 らかな ように,E/Zexiは 変圧器の励磁電

流に相当す るもので あるか ら,短 絡電流IAは 変圧器

の励磁 電流相 拳の小 さい値に抑制 される ことに なる。

なお故障線A,Bの 最地電圧の大きさは故障前 の1/2

にな り,健 全線A',B'の それは約1.8倍 になる。

また,健 全線C,C'の 対地電圧 は故障前後において

変化しない 。

以上 の結果か ら類推 して,自 回線お よび両回線にま

たが る2線 および3線 短絡において も,対 称相を含ま

なければ,す べての短絡電流が変圧器の励磁電流相当

の小 さい値 に掬制され ることがわか る。

<5・3>対 称相 の2線 地絡 故障点Pに おいて,

No.1回 線のA線 とNo.2回 線のA'線 の2線 に地

絡故障が生 じた場合を考える。この場合の故障条件は

次式の ようになる。

上式を(20)式 に代入して整理すると次式に なる。

上式か らIA,IA'を 求 めると次式 のようになる。

上式 か らわかるよ うに, Z01,Z11, Z21は 一般 にそ

の値 が小 さいか ら,Inお よびIAAは 大 きな地絡電流

となる。 しか し,IAとIA'は 逆位相の関係にあるか

ら,同 一地点での地 絡ならば,大 地帰路電流は打消 さ

れて零 とな り,全 送電 区間に互 って通信線 への電磁誘

導障害がな くなる。なお,本 送電方式においては正常

の送電状餌におけるVAとVA'が 逆位相 の関係 にあ

るので,こ の種 の対称相め蟹による2線 地絡は起 りに

くい と考え られる。更 に故障線をしゃ断した場合,従

来方式 とちが って負荷電流が大地 を通 じて流れない の

第6図 従 来 の 送 電 方 式 に お ける 零 相 第1

お よ び 第2回 路

Fig.6. Zero-phase-first and second-sequence cir

cuit in the conventional transmission system.

第7図 従 来 の 送 電 方 式 に お け る 正 相 第1

お よ び 第2回 路

Fig.7. Positive-phase-first and second-sequence

circuit in the conventional transmission system.

で,こ の状態で も通信線への電磁誘導障害はない

。さて(35)式 の地絡電流が,従 来の送電方式の1.線 地

絡電流 に比べ てどの程度の大 きさであるかを検討して

みる。まず第4図 お よび第5図 に相当す る従来方式に

おける対称分 回路は,第6図 および第7図 のようにな

る。従 って,従 来方式における各種対称分 イ ンピーダ

ンスを本方式 に習 ってZ00', Z01' Z10', Z11', Z20',

Z21'と すれば,第4図 ～第7図 を対比して次式の関係

があることが わか る。

上式の関係 を用いて従来方式におけ る1線 地絡故障時

の地絡電流Ieを 求めると次式の ようになる。

上式を(35)式 と比較 して次式 が得 られる。

すなわ ち,本 方式 における対称相 の2線 地絡において

は大 きな地絡電流が流れ るが,し か し,従 来方式の1

線地絡電流の1/2で ある。健全線 の対地電圧は,こ の

場合 は上昇 しないので問題はない。

以上 の結果か ら類推 して,対 称相の2線 短絡におい

て も同様 な結果が得 られ ることは明 白な ことである。

6.模 擬 実 験

以上 の理論を確 かめるために模擬実験を行 なった。

本方式 の実験回路 は第8図 に示すとおりで,送 受電端

の変圧器は第1図(b)の 単相3脚 鉄心変圧器6台 で
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第1表 故 障 電 流 お よ び 電 圧 の 測 定 値

Talale 1. Measured values of fault currents and voltages.

構成 した。変圧器 の4欄 の巻線 の定格電圧お よび電流

はともに200V 10Aで,す べて同一巻数で ある。なお

電源容量 の関係か ら故障電流を調限す るために,電 源

にZc=5Ω の リアクトル をそう入 し,電 源電圧は3

相100V,1相 の負荷抵抗は160Ω で実験 した。 本

方式および従来方式に よる正常の送電 状 態 にお い て

は,線 路の対地電圧および線路電流は多少の不平衡は

あるが,と もに48Vお よび0.68Aで あった。次 に

地絡および短絡 の操作 をS1,S52お よびS3に よって

行 ない,第1表 に示す実験結果が 得 られ た。表 中 の

(〉 内の数値は従来の直接接地3相2回 線送電方式に

よる場合で,こ の場合 の変圧器の結線 は,本 方式 にお

けるもの と等億にな るよ うに,第9図 に示すように2

個の2次 巻線 を並列に接続 して1相 分を構成した。ま

ず第1表 のA線 の1線 地絡故障について見 ると,従

来方式における地絡電流IAお よび大地帰路電流I1,

I2は それぞれIA=20 Aお よびI1=11A, I2=10A

であるが,本 方式 においては,IA=0.7A, I1=0.4A,

I2=0 .4Aで,本 方式における故障電流は従来方式に

比べて大 き く抑制 されている。なお健全線の対地電圧

は,本 方式においては対称相A'に おいてVA'=92

Vで,故 障前の約2倍 に上昇 してお り,理 論 とよく一

致 してい る。 次に対称相AA'の2線 地絡故障につ

いて見 ると,本 方式における地絡電流はIA=9.5A,

IA'=9.5Aで,従 来方式における1線 地 絡故障時 の地

第8図

実験回路

Fig.8. Experimental circuit.

第9図

変圧器1相 分の

構成

Fig.9. Construction of the transformer per
.

phase.

絡電流IA=20Aの 約1/2に なってお り,理 論とよ く

一致 している。更 にAB線 の短絡故 障について見 る

と,本 方式 においては短絡電流がIn=-IB=0.6A
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第10図

変圧器巻線の

直並列切替

Fig.10. Series-parallel exchange of the

transformer coils.

で,変 圧器の励磁電流梱当の小 さい値 に抑制 されてい

る。 なおこの とのきA,A',B'線 の対地電圧 はV

A =20V, VA'=83V, VB'=87Vで, VAは 故障前の

約1/2,VA'お よびVa'は 故障前の約1.8倍 になっ

てお り,理 論 とよく一致 している。次に地絡 と短絡の

混合故障は,そ の発生 の確率が小 さい と考 えられ るの

で,理 論的な解析は省略 しているが,実 験結果に よる

と故障条 件によって線路の対地電圧が高 くなる場合が

ある。 このよ うに高 い電圧が発生 したのは変圧器の定

格電圧の1/4の 低い電圧で実験 した ことに よる もの

で,実 際には変圧器 の飽和によって このような高 い電

圧は発生 しないと考え られる。また この点か ら,3脚

鉄心変圧器の中央鉄心脚が過電圧に対 して飽和するよ

うに設計すればよい と考えられ る。

7.考 察

以上の ように本方式 は従来方 武に比べて電流面 では

非常に優れているが,問 題は地 絡故障時 の対称相 の電

位上昇である。 この電位上昇は,安 定度の面か ら見 る

と,電 位上昇 により故障後の送電電力の減少が防げる

ので望ましい ことであるが,一 方,直 接接地の本来の

目的である変圧器の絶縁費を軽減す ることか ら見ると

好まし くない 。そこで 次に この電位上昇 に対す る対策

を考える。この対策 には次の二つの方 法が考え られる。

まず第1の 方 法は,常 時は従来方式 の6相 による送

電 を行 ない,雷 および塩害 などの警報が発令された と

きに本方式に切替え る方 法で ある。 この切替えは次に

述べ るように無停 電で行 なうことができる。まず第10

図 により,送 電端変圧器 の1相 分についての切替え方

法 を説明ずる。 もちろん他相お よび受電端変圧器にお

いて も同様 である。図において常時は二つの一次巻線

が並列に接続 され るよ うにS1が 開放 され,S2お よ

びS3が 投入 された状態で送電 する。次に本方式に切

替え るときは,ま ずS3を 開放 し,次 にS1を 投入し

て,最 後にS2を 開放す る。これで一次巻線 が直列に

接続 された状態に なる。 この切替え操作の途中におい

て一つの一次巻線が一時的に短絡 され るが,短 絡電流

は変圧器の励磁電流程度の小 さい値に抑 制され る。さ

て この状 態での一次,二 次巻線 の誘起 電 圧 は常 時 の

1/2と なり,従 って地絡に より対称相の電圧 が2倍 に

上昇 しても定格電圧 に留ま るので支障がない。 もちろ

ん常 時の送電状態において故障が起 こらない保証はな

いが故 障発生の確率が非常に小さいので,こ のときの

通信線への電磁誘導対策は,通 信用避雷器 に依存すれ

ばよいと考え られる。この場合は地絡故障時 に健全線

の対地電圧が上昇 しないので電圧面での支障 はない。

次に第2の 方法は,常 時本方式によ り定格電圧 の1/2

で送電する方法であ る。この方 法に よれば,地 絡に よ

り対称相の電圧が2倍 に上昇 しても定格電圧に留ま る

ので支障はないが,変 圧器容量が従来方式の2倍 にな

り,従 来方式の予備変圧器を考慮す ると1.5倍 にな

る。 このように変圧器への投資 は増大す るが,故 障電

流の減少に よる送電 の安定度 の向上 としゃ断器容量の

減少お よび通信 線への電磁誘導 障害の防止 などに大 き

なメ リットがあ り,検 討の価値があ ると考 えられる。

8. あ と が き

本論文の成果 を要約すると次のとお りで ある。

1. 6相 送電系統の故 障解析が6相 対称座標法とは

別 に,2相 および3相 対称座標法によってできること

を明 らか にした 。

2. 1線 地絡は もちろんの こと,2線 および3線 の

地絡あ るいは短絡において も故障電流が変圧器 の励磁

電流相 当の小 さい値 に抑制 され る。

3.地 絡故障相の変圧器の誘起電圧 が 霧 に な る の

で,自 然消弧が期待で きる。

4.両 回線にまたが る対称相 の2線 地絡においては

大 きな地絡電流が流れ る。しか し同一地点での地絡な

らば大地帰路電流 は零 になる。 この地絡電流 の大きさ

は従来方式の1線 地絡故障電 流の1/2で ある。

5. 1線 か ら6線 までのあ らゆる地絡,短 絡および

それらの混合故 障において,同一地点での故障な らば,

通信線への誘導 障害はない。 また,故 障棺をしゃ断し

て も,負 荷電流による誘導障害 もない 。

6.地 絡故障時に対称相の対地電圧が2倍 になる。

この対策 として二つの方 法を提案 している。

(昭和53年9月11日 受付,同54年2月28日 再受付)
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